
Ⅰ 

 問 1 (ア)〇   (イ)×   (ウ)×   (エ)〇 

 問 2 4.99 (L)   問 3 394x＋143y－a (kJ/mol)  問 4 350 (kJ/mol) 

 問 5 4NO + 4NH3 + O2 → 4N2 + 6H2O 

 ( 他に 2NO + 4NH3 + 2O2 → 3N2 + 6H2O などの反応式も作れるが一般的には上の反応 ) 

 

Ⅱ 

 問 1 (ⅰ) ヘキサシアニド鉄(Ⅱ)酸カリウム   (ⅱ) K4[Fe(CN)6] 

 問 2 H2O + SO2 → H2SO3   問 3 (キ)  問 4 x－
30

7
  

 問 5 (ⅰ) 炭酸ナトリウム十水和物   (ⅱ) 風解 

 

Ⅲ 

 問 1 (ⅰ) 青紫(赤紫)   (ⅱ) アミノ基  問 2 48.0 (g) 

 問 3 Cu(OH)2 ＋ 4NH3 → [Cu(NH3)4]2＋ ＋ 2OH－   問 4 12120 

 問 5  

 

 

 

 

Ⅳ 

 問 1 7.78×10－1 (g)  問 2 3.54×103 (Pa)  問 3 4.01×10－4 (mol) 

 問 4 C12H22O11 ＋ 12O2 → 12CO2 ＋ 11H2O  問 5 0.945 (g) 
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講評 

 

 今年度の化学の問題は，一般的にあまり触れられていない内容まで踏み込んだ出題になっているように感じられ

ます。特にⅠの問 4，問 5 のアンモニアの燃焼による反応熱と窒素酸化物(NOx)の分解などは，条件によって反応が

変わってきますが，研究レベルでは一般的な反応が決まっているようで，入試問題問として扱うには少し難かった

ように思われます。解答では問 4 のアンモニアの燃焼熱で，問 5 に「アンモニアの燃焼などで生じる窒素酸化物」

とあるので二酸化窒素(NO2)が生じる反応を採用していますが，安定な窒素単体(N2)が生じる場合の燃焼熱も考えら

れます。さらには，実際は一酸化窒素が生じる反応も起こるでしょう。このようにあいまいな部分が多かったので，

受験生も悩んだと思います。 

 Ⅱでは教科書ではあまり触れられない，鉄(Ⅱ)イオンにヘキサシアニド鉄(Ⅲ)酸イオンとの反応が出ています。現

象としては聞いたことがある受験生もいると思いますが，実際にこれを答えるものは今まであまりなかったのでは

ないでしょうか。 

 その他の問題は比較的標準的なものも多かったので，解答が思いつかない小問を飛ばして，分かるところから解

いていけば，6～7 割くらいはできたのではないでしょうか。 

 


